
  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

高等専門学校国語学習材の開発研究 

 

氏氏名名：：      黒黒澤澤  佑佑司司／／KKUURROOSSAAWWAA  YYuujjii  EE--mmaaiill：：  kkuurroossaawwyy@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  修修士士（（文文学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  全全国国大大学学国国語語教教育育学学会会，，日日本本国国語語教教育育学学会会，，日日本本近近代代文文学学会会  ほほかか  

研研究究分分野野：：  国国語語教教育育，，日日本本近近代代文文学学  

キキーーワワーードド：：  国国語語教教育育，，日日本本近近代代文文学学創創成成期期研研究究  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・高高等等専専門門学学校校ににおおけけるる国国語語教教育育実実践践  

・・中中等等教教育育学学校校ににおおけけるる国国語語教教育育実実践践  

・・日日本本近近代代文文学学創創成成期期研研究究  

 
研研究究内内容容：：  国国語語教教育育研研究究とと文文学学研研究究のの相相互互乗乗りり入入れれにによよるる授授業業やや学学習習材材のの開開発発  

研研究究課課題題        高等専門学校学生へ最適化された国語コンテンツ／コンピテンシー醸成についての考究 

  

研研究究シシーーズズ  

  高等専門学校に奉職するまでの間は高等学校・中学校に勤務し，主に大学受験を見据える生徒たちにいかに適切な

国語関連の資質や能力を体得させるかを考究してきました。具体的なところでは，文系大学に進学を希望する生徒への

学習指導・モチベ―ションづくりを多く経験。たえざる高大接続改革の紆余曲折を前面に受ける生徒たちのバックアップ

をいかによいかたちでできるのか，大学の先生や予備校で教鞭をとる先生方との議論や情報共有も重ねながら指導に

あたってきました。一方で，いわゆる「受験国語」にとどまらず，国語という教科をとおしてどのようなコンピテンシーを身

につけることが大切なのか，というアポリアにも向き合ってきました。そのなかで，ややもすれば大学受験におけるキャッ

チーなツールとしてこの国語という教科を利用しようと考えてしまいがちな理系分野の生徒たちへの教育実践をする機

会もあり，その経験をとおして前述のアポリアをさらに深く考究していこうという意志が芽生え，現在の境遇に至ります。 

 本校は工学系学生をあずかる環境にあり，国語という教科はそのなかでも「傍系」にあたると見られがちですが，物事

を深くかつしなやかにまなざし，その見地からより高次を見据えるコンピテンシーの根幹を養成するための重要な役割を

になうものだと考えています。この学生たちに，どのようなコンテンツで，どのようなコンピテンシーを体得させることが適

切なのか，日々実践を重ねながら考究しています。また，国語教育にたずさわるにあたり下地として長年かかわってき

た日本文学研究における成果と課題を，高専国語教育のありようと併行して考究しつづけることで，よりよい授業提供に

資することを期しています。これらをとおし得られた知見を活かし，中長期的ビジョンにおいて，高等専門学校での国語

教科に特化したテキストを開発することを目標としています。今後は，高等学校１学年相当年次から社会・高等教育機

関に接続する５年次までの学生たちに最適化されたテキストの内実を見定め上梓し，それを用いた教育実践をとおし

て，高専生に求められるコンピテンシーのありようを追究し，その育成に期していきたいと考えています。 

  

ここれれままででのの成成果果・・実実践践例例  

・「日本文学における〈翻案〉とその教育のありよう」〈口頭発表〉（令和 3 年度第 3 回本校教育研究交流会 2021 年 10 月） 

・「学生の〈主体〉をゆさぶる教育実践―村上春樹「鏡」の読解をとおして―」〈教育実践論文〉 

（本校『研究紀要』第 58 号 2022 年 3 月） 

・国語総合「土佐日記」〈研究授業〉（第 21 回視聴覚教育総合全国大会・第 68 回放送教育研究会全国大会 2017 年) 

・〈文学〉の可能性／〈教材〉の政治性―中学三年生教材「故郷」「いちご同盟」をめぐって―〈パネリスト〉 

（東北大学文芸談話会 シンポジウム「教材としてのカノンを問い直す-近現代篇-」 2010） 

  

 提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

日
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代
文
学
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国
語
教
育
学

教
育
学
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研研究究内内容容：：    

  

●●英英語語教教育育ににおおけけるる教教師師認認知知とと感感情情制制御御ププロロセセスス  

【【１１】】  AAiimmss  aanndd  PPrraaccttiicceess  ooff  EEFFLL  EEdduuccaattiioonn::  ジジョョブブククララフフテティィンンググのの観観点点かかららのの調調査査研研究究  

22002200--22002211 年年度度  科科学学研研究究費費補補助助金金採採択択課課題題  ((2200KK2222226622))  

高高等等教教育育機機関関ににおおけけるる英英語語教教育育はは,,  学学習習者者のの意意欲欲やや習習熟熟度度がが多多様様でであありり,,  一一律律にに知知識識やや技技能能をを伝伝達達すするるとといいうう指指導導

法法だだけけでではは限限界界ががあありりまますす。。本本研研究究ははジジョョブブククララフフテティィンンググ((仕仕事事内内容容のの再再設設計計))とといいうう観観点点かからら,,  英英語語教教員員がが日日々々おおここなな

っってていいるる授授業業構構築築ににつついいてて調調査査ししままししたた。。主主題題分分析析のの結結果果,,  教教室室内内のの社社会会的的,,  文文化化的的環環境境にに配配慮慮ししたた教教育育活活動動をを模模索索

すするる際際ににみみらられれるるいいくくつつかかのの認認知知的的要要素素がが示示さされれままししたた。。最最終終的的なな結結果果ををままととめめてて論論文文をを執執筆筆中中でですす。。  

    

【【２２】】  PPootteennttiiaall  PPoowweerr  ooff  EEmmoottiioonn::  感感情情制制御御とと集集団団力力学学ととのの相相互互作作用用ににつついいてて  

22002222--22002266 年年度度  科科学学研研究究費費補補助助金金採採択択課課題題  ((2222KK0000770044))  

課課題題【【１１】】のの分分析析過過程程ににおおいいてて感感情情がが教教師師認認知知やや授授業業運運営営にに大大ききくく関関与与ししてていいるるここととがが示示唆唆さされれたたたためめ,,  そそのの領領域域ををささ

ららにに追追求求ししてていいまますす。。熟熟達達教教師師にに焦焦点点をを絞絞りり,,  どどののよよううなな感感情情制制御御ププロロセセススがが教教師師認認知知にに影影響響をを及及ぼぼししてていいるるののかか,,  どど

ののよよううにに集集団団力力学学（（ググルルーーププダダイイナナミミククスス））をを活活用用ししてていいるるののかか,,  実実践践  

的的知知識識をを調調査査ししてていいまますす。。そそのの知知見見かからら教教師師のの熟熟達達化化にに必必要要なな理理論論  

的的要要素素をを抽抽出出ででききなないいかか研研究究ししてていいまますす。。  

  

●●学学習習者者デディィベベロロッッププメメンントト  

学学習習者者アアイイデデンンテティィテティィやや行行為為主主体体性性のの研研究究をを通通じじてて,,  英英語語学学習習者者  

のの学学習習意意欲欲のの変変遷遷をを調調査査ししてていいまますす。。ここれれままででのの研研究究結結果果かからら,,  自自ららのの将将来来像像やや教教室室内内外外のの社社会会文文化化的的要要素素がが学学習習

意意欲欲にに大大ききくく影影響響すするるここととががわわかかりりままししたた。。現現在在,,  仙仙台台高高専専生生がが英英語語をを学学習習すするる際際のの動動機機付付けけやや自自己己認認識識をを探探求求すするる

アアンンケケーートト調調査査をを準準備備中中でですす。。結結果果はは統統計計的的にに分分析析しし,,  よよりり効効果果的的なな授授業業内内容容をを策策定定すするる際際にに活活用用すするる予予定定でですす。。  

  

●●英英語語学学習習教教材材のの開開発発  

大大学学英英語語授授業業でで使使用用すするる教教科科書書をを共共同同制制作作ししままししたた。。協協働働学学習習をを通通じじてて英英語語４４技技能能のの向向上上ををめめざざしし  

ななががらら,,  英英検検やや TTOOEEIICC ななどど各各種種試試験験にに頻頻出出のの場場面面でで使使用用さされれるるココアア表表現現をを学学ぶぶ教教材材でですす。。ままたた,,  語語  

彙彙学学習習ササポポーートトをを目目的的ととししたた,,  仙仙台台高高専専ののオオンンラライインン英英語語学学習習シシスステテムムのの開開発発ににもも携携わわっってていいまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

    

  

    

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：社会文化的アプローチから考える 
     英語学習指導法の調査研究  

 

氏氏名名：：      菅菅野野  雅雅代代／／KKAANNNNOO  MMaassaayyoo    EE--mmaaiill：：  mmkkaannnnoo@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  特特命命准准教教授授  学学位位：：  修修士士（（応応用用言言語語学学))   

所所属属学学会会・・協協会会：：  
全全国国高高等等専専門門学学校校英英語語教教育育学学会会,,  全全国国語語学学教教育育学学会会,,  

大大学学英英語語教教育育学学会会  

研研究究分分野野：：  教教育育学学,,  言言語語学学  

キキーーワワーードド：：  言言語語教教師師認認知知,,  学学習習者者デディィベベロロッッププメメンントト,,  社社会会文文化化理理論論,,  英英語語教教材材開開発発  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・各各種種英英語語技技能能試試験験（（TTOOEEIICC,,  英英検検ななどど））のの学学習習指指導導  

・・英英文文ラライイテティィンンググ及及びび英英会会話話指指導導        ・・定定性性的的研研究究にに関関すするるアアドドババイイスス  

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

高等専門学校国語学習材の開発研究 

 

氏氏名名：：      黒黒澤澤  佑佑司司／／KKUURROOSSAAWWAA  YYuujjii  EE--mmaaiill：：  kkuurroossaawwyy@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  修修士士（（文文学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  全全国国大大学学国国語語教教育育学学会会，，日日本本国国語語教教育育学学会会，，日日本本近近代代文文学学会会  ほほかか  

研研究究分分野野：：  国国語語教教育育，，日日本本近近代代文文学学  

キキーーワワーードド：：  国国語語教教育育，，日日本本近近代代文文学学創創成成期期研研究究  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・高高等等専専門門学学校校ににおおけけるる国国語語教教育育実実践践  

・・中中等等教教育育学学校校ににおおけけるる国国語語教教育育実実践践  

・・日日本本近近代代文文学学創創成成期期研研究究  

 
研研究究内内容容：：  国国語語教教育育研研究究とと文文学学研研究究のの相相互互乗乗りり入入れれにによよるる授授業業やや学学習習材材のの開開発発  

研研究究課課題題        高等専門学校学生へ最適化された国語コンテンツ／コンピテンシー醸成についての考究 

  

研研究究シシーーズズ  

  高等専門学校に奉職するまでの間は高等学校・中学校に勤務し，主に大学受験を見据える生徒たちにいかに適切な

国語関連の資質や能力を体得させるかを考究してきました。具体的なところでは，文系大学に進学を希望する生徒への

学習指導・モチベ―ションづくりを多く経験。たえざる高大接続改革の紆余曲折を前面に受ける生徒たちのバックアップ

をいかによいかたちでできるのか，大学の先生や予備校で教鞭をとる先生方との議論や情報共有も重ねながら指導に

あたってきました。一方で，いわゆる「受験国語」にとどまらず，国語という教科をとおしてどのようなコンピテンシーを身

につけることが大切なのか，というアポリアにも向き合ってきました。そのなかで，ややもすれば大学受験におけるキャッ

チーなツールとしてこの国語という教科を利用しようと考えてしまいがちな理系分野の生徒たちへの教育実践をする機

会もあり，その経験をとおして前述のアポリアをさらに深く考究していこうという意志が芽生え，現在の境遇に至ります。 

 本校は工学系学生をあずかる環境にあり，国語という教科はそのなかでも「傍系」にあたると見られがちですが，物事

を深くかつしなやかにまなざし，その見地からより高次を見据えるコンピテンシーの根幹を養成するための重要な役割を

になうものだと考えています。この学生たちに，どのようなコンテンツで，どのようなコンピテンシーを体得させることが適

切なのか，日々実践を重ねながら考究しています。また，国語教育にたずさわるにあたり下地として長年かかわってき

た日本文学研究における成果と課題を，高専国語教育のありようと併行して考究しつづけることで，よりよい授業提供に

資することを期しています。これらをとおし得られた知見を活かし，中長期的ビジョンにおいて，高等専門学校での国語

教科に特化したテキストを開発することを目標としています。今後は，高等学校１学年相当年次から社会・高等教育機

関に接続する５年次までの学生たちに最適化されたテキストの内実を見定め上梓し，それを用いた教育実践をとおし

て，高専生に求められるコンピテンシーのありようを追究し，その育成に期していきたいと考えています。 

  

ここれれままででのの成成果果・・実実践践例例  

・「日本文学における〈翻案〉とその教育のありよう」〈口頭発表〉（令和 3 年度第 3 回本校教育研究交流会 2021 年 10 月） 

・「学生の〈主体〉をゆさぶる教育実践―村上春樹「鏡」の読解をとおして―」〈教育実践論文〉 

（本校『研究紀要』第 58 号 2022 年 3 月） 

・国語総合「土佐日記」〈研究授業〉（第 21 回視聴覚教育総合全国大会・第 68 回放送教育研究会全国大会 2017 年) 

・〈文学〉の可能性／〈教材〉の政治性―中学三年生教材「故郷」「いちご同盟」をめぐって―〈パネリスト〉 

（東北大学文芸談話会 シンポジウム「教材としてのカノンを問い直す-近現代篇-」 2010） 

  

 提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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